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No.59
みんな

で創ろう　安心して心豊かに暮らせるまち
ばんどう

新型コロナウイルスの感染拡大が、私たちの生活にさまざまな変化をもたらしました。日々変わる
感染状況、そして様々な活動の自粛や制限が長期化する中で、地域住民の皆さんの「困りごと」も徐々
に変化しています。

地域福祉ネットワーク事業（第1層協議体）地域福祉ネットワーク事業（第1層協議体）

　社会福祉協議会支部（小学校区単位で設置）１３支部の支部長と地区担当職員（生活支援コーディネーター）が
集まり、コロナ禍における小地域福祉活動の今後について、話し合いを行いました。

ふれあいサロンの
活動方法

集会型イベントの中止

対面型のコミュニケーション
が難しい

支部長連絡会　野口会長

主な内容
●ごあいさつ
　第3次 坂東市地域福祉活動計画（令和 3～ 7年度）… 2
●地域福祉活動計画概要
　坂東市社会福祉協議会組織図・給与等公表………… 3
●令和 3年度 事業計画・予算 ………………………… 4
●善意銀行………………………………………………… 5
●愛のバス送迎サービス事業
　食の支援事業…………………………………………… 6

　コロナ禍で直接顔を合わせる機会が数多く失われ、
地域福祉活動が停滞するなかで起こる認知機能や身
体機能の低下のリスクを感じている一方で、感染予
防対策を講じたうえでの活動にも不安の声もありま
す。しかし、この状況の中で、地域の皆さんと広く
意見交換を行い、新たな活動方法を検討することで
人々の繋がりを絶やさない地域づくりを推進していく
ことが大切であると感じました。

一人暮らし高齢者や支援を必要する方々への
「きずな声かけ事業」の強化
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市
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現
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。
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賜
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。
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～
７
年
度
） 

左から野口 藤髙 副委員長、倉持 嘉男 委員長
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理 事 会 評議員会

社協支部
小学校区単位　13支部事務局長

指定管理事業
岩井福祉センター「夢積館」

指定管理事業
猿島福祉センター「ほほえみ」

支　　所

地域福祉係
高齢福祉係

本　　所
総　務　係
地域福祉係
高齢福祉係

監　　事
(3人以内)

●職員の初任給状況
　一般職員　大学卒� 182,200円
　　　　　　高校卒� 150,600円
●期末手当・勤勉手当支給割合
　期末手当2.55月分
　勤勉手当1.9�月分
●その他手当
　扶養手当・住居手当・通勤手当・管理職手当
●職員数の状況
　事務局長����������� 1人
　次長������������� 1人
　係長������������� 4人
　主査������������� 1人
　主幹・技幹���������� 　7人
　主事������������� 5人
　看護師������������ 1人
　指導員������������ 2人
　嘱託職員����������� 7人
　作業員������������ 2人
� 合　計　　31人

●組織図

坂東市社会福祉協議会組織図・給与等公表 令和3年4月1日現在

理事（12人以上19人以内）
会　　長
副 会 長
常務理事
理　　事

評議員（30人以上40人以内）
社協支部代表者

社会福祉団体関係者
各地区代表者等

基本理念
　包括的な支援体制を整備し、福祉サービスの充実を図るとともに、市民、団体、事業者、行政それぞれが協働
して地域の課題に取り組むことで、「地域共生社会」の実現を目指します。多様化・複雑化が進む地域の生活課題
は解決がますます難しくなる一方で、新たな感染症が私たちの日常生活に不安の影を落とす現在、地域全体が力を
合わせ、新しい生活様式を生み出し支え合うことは、安心した生活を取り戻すために極めて重要になっています。
　第２次坂東市地域福祉活動計画では、一人ひとりの市民の主体的、自立的な活動を重視したまちづくりを、基本
理念「みんなで創ろう 安心して心豊かに暮らせるまち」のもとで進めてきました。この理念は、今の私たちがこれ
からの５年間を見据え掲げるべき理念として、５年前以上にその価値を高めています。従って、第 3 次坂東市地域
福祉活動計画は、第２次計画の基本理念を踏襲します。

みんなで創ろう 安心して心豊かに暮らせるまち

本市の地域福祉を更に進めるため、「ひとづくり」を基本目標Ⅰとして、福祉に関する情報の提供や福祉教育
の推進、ボランティア活動活性化のための支援を進めていきます。

基本目標Ⅰ ひとづくり　地域福祉への理解を深め、助け合う意識を高める

「安心」を前提に、人々が交流できる機会を確保・拡大することに努めます。また、社会福祉協議会支部をはじめ、
福祉に関係する組織や団体の活動支援並びに組織・団体間の連携強化のために必要な業務を担い、人や組織
が互いの理解と尊重の上に立って支え合う地域づくりを推進します。

基本目標Ⅱ 地域づくり　互いを認め尊重し、支え合う機運を広げる

今後の福祉についての市民の声や変化する地域の課題にきちんと向き合い、解決を図るため、「相談・援護」、
「見守り」、「連携」のそれぞれをテーマに、仕組みの充実を図ります。

基本目標Ⅲ しくみの充実　地域に暮らすすべての人に光をあてる

地域福祉を推進する中心的な担い手として社会福祉法に位置づけられた社会福祉協議会の組織、財政、人員
の各体制について、それぞれ強化・充実を図ります。

基本目標Ⅳ 基盤の強化　事業の継続を確かなものとする

計画の理念と目標地域福祉活動計画概要
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● 

令
和
３
年
度 

事
業
計
画
・
予
算 

● 

支出の部
合計 307,138
（単位：千円）

収入の部
合計 307,138
（単位：千円）

会費収入 6,593（2.1%） 
寄附金収入 1,200（0.4%）

県・市補助金収入
70,153
（22.8%）

受託金収入 
145,050（47.3%） 

事業収入
10,747（3.5%）

共同募金
配分金収入
6,850
（2.2%）

介護保険収入
34,326（11.2%）

障害福祉
サービス等収入
1,475（0.5%）

その他の収入
1,546（0.5%）

区分間繰入金収入
19,292（6.3%）

前期末支払資金残高 9,906（3.2%）

法人運営事業
75,323
（24.5%）

福祉広報・
企画活動事業
3,847（1.3%）

共同募金
配分金事業
13,735
（4.5%）

基金運営
事業
648（0.2%）

資金貸付等
事業
1,556（0.5%）

善意銀行事業 4,201（1.4%）
在宅福祉サービスセンター事業 645（0.2%）
地域ケアシステム推進事業 15,489（5.0%）
生活支援体制整備事業 19,133（6.2%）

介護保険
事業
28,858
（9.4%）

障害者福祉
サービス事業
1,477（0.5%）

心身障害者福祉
ワークス事業
26,798（8.7%）

地域包括支援
センター事業
37,155（12.1%）

猿島福祉センター
指定管理事業
39,797（13.0%）

岩井福祉センター
指定管理事業
35,755（11.6%）

自動販売機設置事業
2,721（0.9%）

令 和 3 年 度 予 算

法
人
運
営
・
管
理 

・�
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報
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動
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発
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化�
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赤
い
羽
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動
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推
進�

・�

善
意
銀
行
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運
営��

寄
付
金
の
有
効
活
用
及
び
適
正
管
理

受 

託 

事 

業 
�

●
日
常
生
活
に
お
け
る
総
合
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援
！ 

・
生
活
支
援
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制
整
備
事
業�

　
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業�

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業�

・
地
域
ケ
ア
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テ
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進
事
業�
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生
活
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祉
資
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貸
付
事
業�

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
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●
障
が
い
者
関
係
へ
の
取
り
組
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・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業�

・
ワ
ー
ク
ス
事
業
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業�

●
福
祉
人
材
の
担
い
手
育
成�

・
手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

指
定
管
理
者
制
度
事
業 

�

・
猿
島
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ほ
ほ
え
み
」
の
運
営
管
理�

・
岩
井
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
夢
積
館
」
の
運
営
管
理

収 

益 

事 

業 
�

・
自
動
販
売
機
設
置
事
業

介
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保
険
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障
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い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
連
事
業

・
通
所
介
護
事
業
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

・
居
宅
介
護
支
援
事
業
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
）

地
域
福
祉
事
業

●
在
宅
福
祉
を
応
援
し
ま
す
！ 

・
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業�

・
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業�

●
市
民
交
流
の
場
や
各
種
福
祉
講
座
の
開
催
！

・
福
祉
ま
つ
り
の
開
催�

・
福
祉
講
座
の
開
催
（
手
話
教
室
等
）�

・
福
祉
出
前
講
座

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練�

● 

地
域
社
会
・
学
校
・
家
庭
が
協
働
し
て
、

子
ど
も
の
と
き
か
ら
社
会
福
祉
の
理
解
と

関
心
を
高
め
、
助
け
合
い
活
動
を
育
む
福

祉
教
育
を
推
進
し
ま
す
！ 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
月
間
事
業
の
強
化�

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進�

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
活
動
事
業�

● 

小
地
域
活
動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
！�

・
社
会
福
祉
協
議
会
支
部
活
動
推
進�

・
支
部
長
連
絡
会
の
活
動
推
進�

・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業�

● 

介
助
が
必
要
で
乗
用
車
な
ど
乗
降
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
に
対
し
て
、
リ
フ
ト
付

き
車
両
に
よ
る
医
療
機
関
な
ど
へ
の
送
迎

サ
ー
ビ
ス
事
業
！�

・
愛
の
バ
ス
送
迎
サ
ー
ビ
ス
事
業�

● 

低
所
得
者
対
策
や
各
種
福
祉
用
具
等
の
貸

出
し
、
各
種
団
体
の
育
成
援
助
を
実
施
！�

・
小
口
貸
付
制
度
事
業�

・
福
祉
用
具
の
貸
出
事
業�

・
各
種
団
体
の
育
成
援
助�

「
み
ん
な
で
創
ろ
う
　
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
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金品寄付者名 金額（円）
福祉寄付

㈱南海工業 50,000�
針谷　敏子 11,222�
花一輪 10,000�
木村　静男 2,000�
針替　春乃 4,532�
根本　春夫 2,594�
匿名 5,300�
匿名 4,000�
匿名 5,849�
匿名 1,000�

物品寄付者名
使用済み切手・未使用切手

山口文具店 螧原　文子
㈲ソメノグリーンファーム 和弘食品株式会社
有限会社　亀屋 イシカワスポーツ
木村　たけ 飯田　伊一郎
倉持　文子 角口法律事務所
博愛学園 明光運輸㈱
青木種苗店 滝本　修司
渡辺　民子 飯田　和美
木村　静男 森田　千恵子
穴澤　修治 吉田石油
藤田プラチナ会 匿名　6人

プルタブ
関根　喜一 滝本　修司
市村　喜代子 飯田　和美
坂東市いきいきヘルス体操指導士会 西村中えがお会
塚原　昭 熊田　佳子
勝部　和子 匿名　4人

ベルマーク
山口文具店 木村　よし
倉持　文子 鈴木　千鶴子
平林　静子 匿名　2人
食品（缶詰・インスタント食品・レトルト食品・米等）
坂東市生活学校こども食堂 岩井農業協同組合
JA岩井女性部 今井　清
小川　賢一 荒井　しのぶ
匿名　3人

使用済みテレホンカード・使用済みクオカード
倉持　文子 匿名　1人

心温まるお気持ちをお寄せくださいまして、誠にありがとうございます。お預かりした善意は、社会福祉向上の�
ために活用させていただきます。

善 意 銀 行

令和3年2月1日～令和3年4月30日受付分 （敬称略、順不同）

あなたのまごころ伝えたい

お預かりしているもの �
�現金、ペットボトルキャップ、使用済み切手、その他社会福祉推進に
活用できるもの
お預かりしている場所 ��
社協本所・社協支所
（土曜、日曜、祝日除く、午前8時30分から午後5時15分まで）

物品寄付者名
エコキャップ

さしま環境管理事務組合 山口文具店
岩井自動車学校 羽富　とよ子
荒川　登 山﨑　三雄
坂東市立東中学校 倉持　昇
しずかの創造苑 福田　綾希・結希・維希
武井　勝男 矢作新田シニアクラブ
関根　喜一 角口法律事務所
間中　達雄 新町シニアクラブ・㈲岩井安田保険企画
塚原　角二 中村　欽哉
後藤　さとみ 藤田プラチナ会
飯田　佳子 滝本　修司
ヨークベニマル坂東店 坂東市いきいきヘルス体操指導士会
㈲秋元石材店 株式会社　つくばサービスネット
荒木　健夫 たいようの家
渡辺　俊昭 友部　桂子
キャノンエコロジーインダストリー㈱ 倉持　ふみ子
岩井農業協同組合 西村中えがお会
冨山　ゆき江 熊田　佳子
木村　巳三夫 吉田石油
博愛学園 穴澤　修治
青木種苗店 平林　静子
幸楽 特別養護老人ホーム　恵愛荘
渡辺　民子 さしま保育園
文倉　秀勝 市村　喜代子
螧原　文子 岩井美容組合
上猫実婦人部 勝部　和子
長妻道場育成会 塚原　昭
木村　よし 匿名　18人

タオル
皆川　信子 関根　喜一
匿名　1人

その他（下敷き・手作りたわし）
匿名　2人

▲岩井農業協同組合 ▲JA岩井女性部
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食品寄付にご協力をお願いします食品寄付にご協力をお願いします
一時的な困窮により支援を必要としている方々
へ食品を提供するため、ご協力をお願いします。
◆ お預かりしている食品　�
①缶詰　②インスタント食品　③レトルト食品
④お米（玄米等）�
※�①～③の食品は、常温保存が可能で未開封、賞味期限
が 3ヶ月以上あるもの

◆ お預かりしている場所
社協本所（土曜、日曜、祝日除く、午前 8時 30分�
から午後 5時 15分まで）

食 の 支 援 「もったいない」から「ありがとう」へ

愛のバス送迎サービス事業愛のバス送迎サービス事業
常時車いすが必要な方に、リフト付

の車両（ドラ

イバー付き）でご自宅から医療機関
までの送迎を

行います。

坂東市社会福祉協議会
本所　坂東市辺田 48番地 岩井福祉センター夢積館 電話 0297-35-4811
支所　坂東市山 2721番地 猿島福祉センターほほえみ 電話 0280-88-1000 ／ 0297-44-2943

　 　 　  ①市内在住で在宅の方
 ②常時車いすが必要で座位保持が可能な方

 ●月曜日から金曜日までの午前９時から午後 4時 30分まで
   （祝日、年末年始は除きます。）

 ●利用希望日の１週間前までに利用申請書を提出してください。
 ●本所（岩井地域）または支所（猿島地域）のどちらでもお手続き可能です。

 ●無料（有料道路、駐車料金等は各自ご負担ください。）

 ●坂東市内及びその周辺の市町

 ●ご利用される場合は、介護者が同乗してください。

対 象 者

利用日時

利用方法

利用料金

利用範囲

そ の 他

●お問合せ先

坂東市でも新型コロナウイルスワクチン接種が始まりました。ご自宅から接種会場
までの送迎でもご利用いただけますが、対象者は在宅で常時車いすを利用している
方に限ります。ご利用の際は、予約制となります。詳細についてはお問い合わせ
ください。


